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特集／アジア・中東における「伝統」・環境・公共性
セッション 1：「伝統」、共同体、環境と公共性
森林資源利用のための共同管理の確立における政府の役割
─解放前および解放後の朝鮮
韓国・落星臺経済研究所研究員　　
李　宇衍
　朝鮮半島では、17世紀以来、林地への私的所有権が発達してきた。しかし、「無
主空山」（所有者不在の森林山地）の伝統は、20 世紀初頭まで依然として広範
にわたって存在していた。さらに林業に由来する産品に関する「無主空山」の
いくつかの規則は、私的所有の森林に適用されることすらあった。「無主空山」
の伝統が乱伐を引き起こしたために、日本の朝鮮総督府と解放後の韓国政府は
この慣習を止めさせようとした。本報告はその 2 つの行政がいかにこの目的
に到達したかを明らかにする。
　本分析のなかで、報告者は 2 つの行政が共同組織および共有地制度と類似
したルールを利用することによって、自由に立ち入ることを容認した制度を瓦
解させたことを示したい。朝鮮総督府の最も重要な森林政策は、森林伐採によっ
て地肌が露出した山々に植林することであった。そのため、朝鮮総督府は前近
代的な森林所有権を近代的なそれに転換した。林地は 4 つに分類された。す
なわち国有林、私有林、共有林、そして最後に将来民間に移転されるべき暫定
的な国有林である。国有林・共有林・暫定的国有林では、朝鮮総督府は近隣村
民に保護組合を組織するように要求した。組合員は森林の保護に責任をもつと
されたが、その補償として彼らは薪・飼葉・堆肥のような材木とはならない資
源を利用することができた。これは新しい秩序の導入を表していた。その新し
い制度は、森林資源を利用する主体・対象・方法を分類した。植民地期にその
規則はほとんどの森林で実施された。
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　林地における所有権の近代的な変容は、植民地期におおよそ完成した。しか
し、「無主空地」の伝統は、植民地支配からの解放後に政治的・社会的な混乱
のために復活した。思慮のない、そして非合法な森林の伐採はあまりにひどく、
そのために乱伐がふたたび国土に広範に見られるようになった。この問題を解
決するために、韓国政府は人々に「山林契」（村落の森林協会）を組織するよ
うに強いた。林地の 86％が私的所有にあったため、政府は主として私有林に
新しい共通ルールを課した。農村地域の全ての人々は「山林契」の構成員にな
ることが要求された。その構成員は植林のために作業しなければならなかった
が、しかし同時に集団的に薪などを収集し分配することができた。2 万以上の
「山林契」が存在し、それらには約 200 万世帯が所属した。韓国政府は「山林契」
を財政的にも技術的にも支援した。1973 年から 1987 年まで、「山林契」は植
林事業のための国民的な計画が成功するために重要な役割を果たしたのである。
　日本の朝鮮総督府と韓国政府は近代的な所有権制度を共同体的なルールに
よって補完した。たいていの農民は林地を所有していなかった。私有林のほと
んどの地主が所有した面積は 5 ヘクタール未満であって、監視の対価はあま
りに少なかった。このことが私有林の所有者に自分たちの森林資源管理を断念
させることになった。朝鮮総督府と韓国政府はどちらも国有林を保護するため
の充分な資源をもっていなかった。結果として、私有林も国有林も自由に立ち
入ることを容認した体制と同じく、広範な乱伐を招いたのである。このことは
「無主空山」の伝統がコモンズの悲劇を引き起こしたことを意味している。村
落に共同体的なルールを課すという朝鮮総督府と韓国政府の取り組みは、この
問題をおおよそ解決することになった。それらのルールは監視の対価を増やす
ことになった。それはある集団が一定の林地を保護するために協力したからで
ある。同時に、集団的な監視と森林資源の分配は、不法利用を減少させた。そ
のことは、朝鮮総督府と解放後の韓国政府のもとで共同体的なルールが近代的
な所有権の補完物として機能したことを意味している。
